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○専修大学図書館文庫取扱基準 

平成９年４月１日 

制定 

（趣旨） 

第１条 この基準は、学校法人専修大学図書館図書管理規則（以下「図書管理

規則」という。）第24条の規定に基づき、専修大学図書館の文庫の取扱いに

ついて、必要な基準を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 文庫とは、図書及び資料（以下「図書資料」という。）で、特定の目

的又は一定の主題、形態及び時代に基づいて収集され、一括して管理する必

要のあるものをいう。 

（指定及び取扱い） 

第３条 文庫の指定及び取扱いは、次の各号のとおりとする。 

(1) 文庫として指定する図書資料の数は、1,000冊（点）以上を原則とする。

ただし、貴重図書資料の場合は、この限りでない。 

(2) 文庫として指定する図書資料は、専門家及び図書館委員会の意見を徴し、

館長が推薦する。 

(3) 文庫名は、図書館長が決定する。 

(4) 第２号の規定により推薦された文庫は、りん議をもって、承認を得なけ

ればならない。 

(5) 図書館長は、文庫の取扱い内容に係る事項について変更の必要を生じた

場合には、図書館委員会の意見を徴さなければならない。 

（収集及び管理） 

第４条 文庫の収集及び管理は、図書管理規則に基づくものとする。 

２ 固定資産に計上する図書資料は、一連の登録番号を付すものとする。ただ

し、受入状況によっては、この限りでない。 

３ 個々の図書資料には、文庫名を明記する。 

４ 図書資料の整理方法は、文庫の持つ特性を考慮して図書資料管理責任者（以

下「管理責任者」という。）が決定する。 

５ 図書資料の配架方法及び配架場所は、文庫の性格、内容等を考慮して管理

責任者が決定する。 

６ 文庫目録（冊子）は、必要に応じて作成する。 
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（利用） 

第５条 文庫の利用は、専修大学図書館利用規程に基づくものとする。 

（改廃） 

第６条 この基準の改廃は、図書館長及び管理責任者の発議により財務統轄責

任者を経て、常勤役員会の承認を得なければならない。 

附 則 

この基準は、平成９年４月１日から施行する。 

 


